
第51回 真庭市地域公共交通会議分科会次第

日時：令和７年８月 26日（火）
午前 10時～11時 30分

場所：真庭市役所本庁舎 2F 大会議室(1)

１ 開 会

２ 分科会長あいさつ

３ 議題
（１）真庭市における公共交通の現状と課題地域公共交通計画の策定方針について資料 1

４ その他

５ 閉 会
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真庭市における地域公共交通の現状と課題

地域公共交通計画の策定方針

令和7年８月26日（火）

第51回 真庭市地域公共交通会議分科会 資料



1資料の構成

１．地域公共交通計画策定の目的

４．地域公共交通の問題点・課題

２．地域公共交通の現状

３．地域公共交通に対する意向・ニーズ

（市民アンケート調査結果より）



2

地域公共交通計画策定の目的１



3地域公共交通計画の策定について

計画策定の目的

真庭市ではこれまでも関係主体が連携することで地域の移動を支えるために
様々な事業に取り組んできました。

一方で、地域公共交通は少子高齢化や運転者不足等による利便性・生産性・持
続可能性の低下が懸念されており、それらに対応するためには地域交通の目指す
姿を示し、その実現に向けた道筋を示す指針が必要となります。

このことから令和７年度は、まちづくりと一体となった効率的で利便性の高い
公共交通体系を構築するための計画づくりに取り組むことになりました。

地域の実情に応じた持続可能な公共交通ネットワークを構築するための公共交通の
マスタープランです。

真庭市では令和３年３月に現計画である「真庭市地域公共交通計画」を策定しており、
令和７年度は計画期間の最終年度となります（令和６年６月に一部改訂）

地域公共交通計画とは

利便増進計画とは

地域公共交通計画に基づいた地域公共交通ネットワークの再編成や、ダイヤ・運賃
等の見直し等、利用者の利便増進を図る事業を実施するための計画です。



4計画策定のスケジュール

10～1２月頃

12～1月頃

各種データ分析に基づく現状診断、
地域公共交通の課題や目指す姿についての意見交換

計画の目標設定、施策・事業の検討

地域公共交通計画・利便増進計画（再編計画）の策定

9～１０月頃

地域公共交通計画・利便増進計画（案）のとりまとめ
パブリックコメントによる意見聴取

地域公共交通における課題の洗い出しと整理、
地域公共交通の目指す姿、計画における目標の検証

2～3月頃

現
在

計画の策定方針、現状の課題について報告・意見交換

８～９月頃

※計画策定に向けて適宜、地域公共交通会議（全体会及び分科会）を開催予定（それぞれ3回程度を予定）



5本日（分科会）の目的

 地域公共交通に対する現状や問題点等について、共通認識
を持ってもらう

 委員の皆さんが普段感じている移動（交通）に対する課題
感の共有

 本日の資料では示していない地域公共交通の問題点や課題
についての意見交換

 今後実施する関係者へのヒアリング調査等で深堀が必要な
事項の把握

 次回の真庭市地域公共交通会議で議論する「地域公共交通
の目指す姿」についての意見交換



6

地域公共交通の現状２



7真庭市の人口推移・高齢化の状況

 総人口は平成27年～令和2年の5年間で3,300人程度減少しており、社人研による推計で

は令和7年に４0,000人を下回る見通しです。

 将来推計人口では令和２２年に総人口30,000人を下回ると予想され、特に山間部の地域で

は人口減少が顕著になると予想されます。

 このため、地域公共交通の運転手（乗務員）も含めて、様々な分野で生活を支えるための担い
手が不足していくことが懸念されます。

6,669 6,149 5,519 4,863 4,112 3,387 2,803 2,543 2,354 2,146

28,539 26,333
23,649

20,687
18,272

16,758 15,524 13,686 11,880 10,347

7,571

6,471

7,010
7,616

6,636
5,396

4,497
4,505

4,800
4,427

8,941

9,957
9,890

9,445
9,847

10,117
9,823

9,087
8,101

7,644

31.9% 33.6%

36.6%

39.9%

42.4% 43.5% 43.9%
45.6%

47.5%

49.1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

2005年

（H17年）

2010年

（H22年）

2015年

（H27年）

2020年

（R2年）

2025年

（R7年）

2030年

（R12年）

2035年

（R17年）

2040年

（R22年）

2045年

（R27年）

2050年

（R32年）

年少人口（15歳未満） 生産年齢人口（15～64歳） 65～74歳人口 75歳以上人口 高齢化率(人)

51,782
48,964

46,124

42,725

38,867
35,658

32,647
29,821

27,135

将来推計

24,564

▲ 真庭市の人口推移・将来推計人口

資料：H2～R2までの人口はH2～R2国勢調査、R7～R27までの人口は「日本の地域別将来推計人口」国立社会保障・人口問題研究所（令和５年推計）より



8真庭市の人口推移・高齢化の状況

 平成17年から令和8年の15年に

かけて1万人近くの人口減が見られ
ます。

 各地域で人口減少が見られ、北房、

勝山、湯原、中和、川上では20％以
上、美甘地域では30％以上も15

年で人口減少が進んでいます。

▲ 真庭市の地域別人口

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2005年

（H17年)

2010年

（H22年）

2015年

（H27年）

2020年

（R2年）

北房地域 落合地域 久世地域 勝山地域 美甘地域

湯原地域 中和地域 八束地域 川上地域
(人)

51,782
48,964

46,124
42,725

77.5%

85.7%

91.6%

76.9%

67.1%

71.2%
73.1%

83.5%

79.0%

60%

70%

80%

90%

100%

2005年

（H17年)

2010年

（H22年）

2015年

（H27年）

2020年

（R2年）

北房地域 落合地域 久世地域 勝山地域 美甘地域

湯原地域 中和地域 八束地域 川上地域

▲ 真庭市の地域別人口減少率（2005年を100としたときの指数）



9移動の目的地・拠点の立地状況

 公共施設が各地域の中心部に立地して
います。

 久世に多くの商業施設や医療機関が立
地しており、勝山、落合のJR姫新線の
駅周辺でも施設の集積が見られます。

 それ以外の地域では、特に商業施設の
立地が少ない状況で、湯原、美甘、北房、
勝山の西部で顕著です。

※商業施設は個人商店を除く



10観光資源の状況

▲ 観光資源・観光施設等の立地状況

 市内には広く観光資源が点在しており、

特に蒜山と湯原に集中しています。

 蒜山高原周辺は岡山県内でも有数の観

光地として知られており、コロナ禍で落

ち込んだ観光客数も回復して、令和4年
度以降は年間250万人以上で推移して

います。
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資料：岡山県「令和５年岡山県観光客動態調査報告書」



11タクシー営業所の立地状況

▲ タクシー営業所の立地状況

 タクシーの営業所は落合等の市の南部に

集中しています。

 湯原や美甘、北房、蒜山の西部について

は、タクシーの営業所から距離が離れて

おり、他地域に比べてタクシーを利用し
にくい環境にあります。



12真庭市における人の動き（市内の移動）

資料：岡山県パーソントリップ調査（R4年10月実施・R6年3月公表）から
真庭市のトリップ（1,432件）を抽出し、9エリアに分けて各エリアを
起点にした移動の割合を算出
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▲ 平日における市内移動の状況

 地域内の移動が比較的多くを占めてお

り、久世、勝山、落合、湯原では地域内
の移動の６割程度を占めています。

 地域を跨ぐ移動については、市の中心

部である久世に多くの矢印が集まって
おり、久世と落合を行き来する移動も

一定数見られます。

 蒜山地域は中心部である八束に移動
が集中しており、市内の南部への移動

は少ない傾向にあります。



13真庭市における人の動き（市外への移動）

資料：岡山県パーソントリップ調査（R4年10月実施・R6年3月公表）から
真庭市のトリップ（1,432件）を抽出し、9エリアに分けて各エリアを
起点にした移動の割合を算出▲ 平日における市外への移動の状況
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 各地域の移動の割合で見ると市外への

移動は10％以下です。

 全体で見ると市の南部は津山市、北部は

鳥取県方面への移動が多く、地域によっ

て特徴が異なります。

 久世、勝山、落合では津山市、北房は高

梁市、蒜山地域と湯原は鳥取県方面への

まとまった移動が見られます。



14真庭市における地域公共交通の全体像

 主な公共交通機関として、JR姫新線、ま

にわくん（幹線・枝線）、民間路線バス、
チョイソコまにわ等が運行しています。

 まにわくんの幹線3ルートが各地域間を

繋ぐ形で市中心部（久世）まで運行してお
り、まにわくんの枝線によって地域内や

隣接地域を繋いでいます。

 久世、勝山、落合では、まにわくん（枝線）
の見直しと合わせて、令和5年10月より

デマンド型交通の「チョイソコまにわ」を

導入しています。

▲ 真庭市の地域公共交通網



15公共交通のカバー状況

 蒜山（八束・川上）や勝山（富原）では、

まにわくんの枝線（区域運行）、久世、
勝山、落合はチョイソコまにわによっ

てバス停から離れた場所に暮らして

いる人の移動をカバーしています。

 また、落合の津田、湯原の二川、蒜山

の中和では、地域主体のデマンド交

通（コミュニティ交通）で地域の移動
をカバーしています。

 北房や美甘、湯原の一部では、バス

停から離れた場所に暮らしている人
が見られます。

▲ 真庭市の人口分布と公共交通の整備状況



16バス路線の運行便数

 サービス提供状況として平均運行便数

を見ると、中国勝山駅から落合総合セン
ターの区間で１日あたり24便以上が運

行しています。

 蒜山高原から中国勝山駅の区間、高岡
上から落合総合センターの区間も１２便

以上の便数が確保されており、比較的運

行便数が多い区間です。

 北房や美甘では、幹線道路以外の区間

の便数が少なく、面的にカバーする交通

手段も存在していない状況です。

▲バス路線の整備状況



17地域内交通の利用状況

 まにわくんの利用者数全体を見ると減少傾向で、コロナ禍が影響する令和2年度に利用者数が

大きく減少し、令和6年時点では年間13万人前後で推移しています。

 令和元年と令和6年を比較すると幹線はおよそ20％、枝線（蒜山）はおよそ30％利用者が減少

し、それ以外の地域では令和元年の半分以下まで利用者数が落ち込んでいます。

 令和５年10月から、まにわくん（枝線）の見直しと合わせて「チョイソコまにわ」の運行が開始し、
令和６年度は年間7,385人の利用が見られます。

▲地域内交通（まにわくん・チョイソコまにわ）の年間利用者数推移
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18地域内交通の収支状況

 まにわくんに関わる財政負担額は1.3億円台で推移しており、この5年間でほぼ横ばいと

なっています。

 令和５年１０月からチョイソコまにわの運行が開始し、令和６年度は年間で2千400万円程度

を支出しています。

 チョイソコまにわの運行に伴いまにわくん（枝線）の一部を廃止しており、令和４年における
枝線の経費と令和６年の枝線及びチョイソコまにわの経費を比較すると全体で１千万円程度

増加しています。

67,110 67,825 68,093 68,327 69,351 69,508

69,492 68,961 64,125 70,122 63,253 60,273

12,653 23,976
136,602 136,785 132,219

138,448
145,257

153,757

0
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（R3年）
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2023年
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2024年
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まにわくん（幹線） まにわくん（枝線） チョイソコまにわ（千円）

▲地域内交通（まにわくん・チョイソコまにわ）に関わる市の財政負担額



19（参考）まにわくんの運行状況

▲まにわくんの運行状況

 幹線は３路線が運行しており、いずれ

も市の中心部である久世まで運行し
ています。

 路線運行している枝線は現在10路線

が運行しており、各地域内及び隣接し
ている地域まで運行しています。

 区域運行のうち、落合の津田、湯原の

二川、蒜山の中和では、地域主体のデ
マンド交通（コミュニティ交通）として

運行しています。



20まにわくん（幹線）の利用状況

便 発バス停 発時刻 運行時間
１日あたり
利用者数

1便 新庄 7:00 1:00 12.5

2便 久世庁舎 8:10 0:55 1.5

3便 新庄 9:15 0:55 7.0

4便 久世庁舎 12:05 0:55 6.6

5便 新庄 13:05 0:56 2.5

6便 久世庁舎 16:05 0:55 7.7

7便 新庄 17:20 0:55 2.0

8便 久世庁舎 18:50 0:55 4.6

便 発バス停 発時刻 運行時間
１日あたり
利用者数

1便 蒜山 6:25 1:45 15.6

2便 真庭市役所(勝山） 6:57 1:32 15.7

3便 蒜山 8:40 1:34 12.5

4便 真庭市役所(勝山） 10:05 1:33 7.8

5便 蒜山 10:25 1:34 6.3

6便 真庭市役所(勝山） 12:12 1:32 8.9

7便 蒜山 12:15 1:34 10.9

8便 真庭市役所(勝山） 14:22 1:33 13.5

9便 蒜山 16:05 1:34 6.4

10便 真庭市役所(勝山） 16:40 1:33 13.8

11便 蒜山 17:05 1:27 12.8

12便 真庭市役所(勝山） 18:50 1:27 6.6

【新庄・久世ルート】

【蒜山・久世ルート】≪北房・久世ルート≫

 新庄・久世ルートでは、朝の１便に利用が集中して

おり、２便と５便（新庄方面行）、７便（久世方面行

き）の利用が少ない傾向です。

 北房・久世ルートは、３便（久世方面行き）、２便と

10便（北房方面行き）に利用が集中しています。

 蒜山・久世ルートも朝夕に利用が集中しています

が、他の幹線路線より日中の時間帯でも利用され

ています。

便 発バス停 発時刻 運行時間
１日あたり
利用者数

1便 高岡上（呰部） 6:50 1:04 7.2

3便 高岡上（呰部） 7:35 1:06 11.9

2便 真庭市役所 8:13 1:06 11.3

4便 真庭市役所 9:55 0:56 3.6

5便 高岡上（呰部） 9:40 1:07 5.9

6便 真庭市役所 11:40 1:07 3.5

7便 高岡上（呰部） 11:00 0:56 7.4

8便 真庭市役所 12:50 1:06 6.0

9便 高岡上（呰部） 14:12 1:06 4.7

10便 真庭市役所 16:13 0:55 12.5

11便 高岡上（呰部） 17:20 0:50 4.9

12便 真庭市役所 18:38 0:58 4.1



21まにわくん（枝線）の利用状況

地域 路線名
運行
形態

運行状況 運行便数 利用状況

北房

北房ルート 路線
予約制・週4日（月・火・
水・金）

5便（予約制）
 いずれの方面も利用者は１日
平均で２.0人/日以下と利用
者が固定化している

北房-勝山
ルート

路線 週5日（月～金）運行 ２便（１往復）

 朝と夕方の２便が運行してお
り、勝山方面行きは15.9人/
日、北房方面行きは9.2人と
他の枝線と比較しても利用は
多い

勝山
富原月田
ルート

路線
予約制
隔日で第1グループと第
2グループ交互に運行

2便（１往復）

 勝山中心部まで運行しており、
１便は3.2人/日、２便は2.0
人/日と固定的な利用が見ら
れる

久世
勝山・追分
ルート

路線 週5日（月～金） ５便
 １日あたりの平均で追分行き、
久世行き共に4.0人/日程度
が利用している

落合
津田地域
ルート

区域
予約制
週3日（月・水・金）運行

２便（１往復）

 落合中心部まで運行しており、
１便は3.8人/日、２便は2.5
人/日と固定的な利用が見ら
れる

美甘 美甘ルート 路線
週5日運行
2便は火・木・夏休み中

４便
 利用が少なく全ての便で１日
当たりの利用者数は1.0人/
日を下回る



22まにわくん（枝線）の利用状況

地域 路線名
運行
形態

運行状況 運行便数 利用状況

湯原

二川地域 区域
予約制
週3日（月・水・金）運行

４便（２往復）
 平均すると1便当たり1.9人
程度の利用があり、午前中
の利用者が多い

真賀・釘貫小
川・社

路線

【田羽根ルート・羽部ルート】
水曜のみ運行

２便（１往復）
 いずれのルートも利用が少
なく、全ての便で１日当たり
の利用者数は1.0人/日を下
回る（路線平均すると0.2人
程度）

【真賀ルート】
週3日（月・水・金）運行

２便（１往復）

湯原・美甘
路線

週2日（月・金）運行 2便
 １日当たりの利用者数は1.0
人/日程度

上福田・湯原 路線 週6日運行（月～土） 6便

 平均すると１便あたり1.5人
/日程度の利用があり、湯原
温泉行き（6：30）の１便は
2.5人/日と比較的利用が多
い

二川BS 路線
予約制
週7日（月～日） 8便

 蒜山行きの1～３便は１便あ
たり平均1.6人と比較的乗
り合った利用が見られる

 湯原方面行きの利用者数は
蒜山方面行きの半数以下で
ほとんどが個別輸送

 16時以降はほとんど利用が
見られない



23まにわくん（枝線）の利用状況

地域 路線名
運行
形態

運行状況 運行便数 利用状況

蒜山

中曽・関金ルー
ト

定路線 週6日運行（月～土）

6便
関金行き：３便
中曽行き：３便

 １日あたりの利用者数を見
ると、朝１便（7：45中曽発）
は14.0人/日、夕方６便
（16：30関金発）は8.0人/
日と一定の利用がある

 それ以外の４便は１日あたり
2.0人/日を下回っている

八束ルート 区域 予約制
週２日（月・木）運行 指定時間に予約

に応じて運行

 八束ルート、川上ルート共に
月平均で１２人程度の利用
がある

 上長田、下見に利用が集中
しており、一部の地域に利用
者が固定化している可能性
がある

川上ルート 区域 予約制
週２日（火・金）運行

指定時間に予約
に応じて運行

中和地域ルート 区域 【中和地域】
週6日(月～土曜日)
【湯原方面】
週2日(火・木曜日) 
【上福田方面】
週4日(月・水・金・土曜
日）

指定時間に予約
に応じて運行

 スクール利用者も含めて年
間4,689人が利用しており、
区域型の運行している他の
区域運行と比較しても利用
が多い



24民間路線バスの状況

 岡山方面まで運行している中

鉄北部バスの勝山・岡山線は
令和2～3年にかけてコロナ

禍の影響により利用者数・収

支率共に落ち込んだが、現在
はコロナ禍前以上まで回復し

ています。

 備北バスの砦部・高梁駅線は
令和元年度から利用者数・収

支率共に減少が続いており、

令和6年時点で平均乗車人員
は1.0人、収支率は20％を下

回っています。

55.3%

46.8%
43.2%

35.5%

32.1%

18.8%

65.5%

42.6%

34.7%

46.5%

58.4%

76.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2019年

（R1年）

2020年

（R2年）

2021年

（R3年）

2022年

（R4年）

2023年

（R5年）

2024年

（R6年）

備北バス（呰部・高梁駅線） 中鉄北部バス（勝山・岡山線）（%）

3.1

2.8
2.2

1.7 1.5
1.0

5.6

3.4

2.7

3.9

5.1

6.6

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

2019年

（R1年）

2020年

（R2年）

2021年

（R3年）

2022年

（R4年）

2023年

（R5年）

2024年

（R6年）

備北バス（呰部・高梁駅線） 中鉄北部バス（勝山・岡山線）（人）

▲民間路線バスの平均乗車人員

▲民間路線バスの収支率



25JR姫新線（鉄道）の利用状況
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▲ 真庭市内におけるJR姫新線の１日あたり券種別乗車人員

▲ 真庭市内におけるJR姫新線の１日あたり駅別乗車人員

 JR姫新線についても全体的な

利用者数が令和２年度から減少
傾向です。

 券種別で見ると９割以上が定期

券利用者で、通勤・通学者の利
用が主となっています。

 駅別に利用状況を見ると中国勝

山駅と久世駅の減少幅が大きく、
令和元年と令和５年を比較する

と１日あたり50人程度減少して

います。



26チョイソコまにわの利用状況

 地域別に見ると落合での利用が比較的多く、勝山の２倍以上の利用が見られました。

 実利用者1人あたりの利用回数は久世が5.0人/回で他地域より多いです

 移動の組み合わせを図化したデータを見ると、人口集積している幹線道路の沿線ほど利用が

多く、国道から外れた地域では乗降ポイントを設けているものの利用は少ない傾向にあります。

▲運行地域内における移動の組み合わせ（R6.12データより抽出）

※配車システムより出力した集計データより作成

地区
１日あたりの
利用者数
（利用回数）

実利用者１人
あたりの平均
利用回数

落合 11.4人/日 3.2回

久世 8.9人/日 4.1回

勝山 4.9人/日 3.5回

不明 1.7人/日 4.2回

計 ２６.９人/日 3.6回

【地区別利用状況】

医療機関

商業施設

公共施設



27チョイソコまにわの利用状況

 時間帯別の利用状況を見ると、午前に利用が集

中しており、１３時～14時台の利用が９時～10
時台の半分程度まで利用が少なくなっています。

また、地域によって大きな違いは見られず、利用

者の行動パターンが午前中の買物・通院だと推
察されます。

 最も利用の多かった令和6年１２月においても、

全体予約のうち乗合が成立しているものは３割
程度で、広い運行範囲を３台でカバーする中で移

動の目的地や方向が分散している可能性が高い

です。

車両 予約件数 乗合成立件数 乗合成立率
同乗者を含め
た利用者数

１回運行にお
ける平均利用

者数

１号車 243件 80件 33% 282人 1.4人/便

２号車 222件 90件 41% 254人 1.4人/便

3号車 223件 66件 30% 251人 1.3人/便

計 688件 236件 34％ 787人 1.4人/便

【乗合利用の成立状況（利用の多いR6年１２月を抽出）】
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▲ チョイソコまにわにおける
1日あたりの時間帯別利用状況

※配車システムより出力した集計データより作成

※配車システムより出力した集計データより作成



28広域的な交通との市内交通の接続状況（JR姫新線）

【朝の時間帯におけるJR姫新線（津山方面行き）とまにわくん（幹線）の接続】

 人流データ（岡山県パーソントリップ調査）の結果から、真庭市の市街移動は津山市に集中して

いることが判明しています。

 朝の時間帯における津山方面とのJR姫新線の接続は８時台の便で確保されていますが、新庄・

久世ルート（美甘方面から運行）は待ち時間が長くなっています。

 ８時台より前の時間帯においては、接続できるバス（まにわくん）が運行していません。

5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00

JR姫新線

北房・勝山ルート（到着時刻）

北房・久世ルート（到着時刻）

新庄・久世ルート（到着時刻）

蒜山・久世ルート（到着時刻）

新見駅（発）

富原駅

月田駅

中国勝山駅

久世駅

吉見駅

美作落合駅

美作追分駅

津山駅（着）

【まにわくん到着時の待ち時間】
新庄・久世ルート 30分
蒜山・久世ルート 15分
北房・勝山ルート 12分

【まにわくん到着時の待ち時間】
北房・久世ルート 10分



9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00

JR姫新線 北房・久世ルート（出発時刻） 北房・久世ルート（到着時刻） 新庄・久世ルート（出発時刻）

新庄・久世ルート（到着時刻） 蒜山・久世ルート（出発時刻） 蒜山・久世ルート（到着時刻）

新見駅（発）

富原駅

月田駅

中国勝山駅

久世駅

吉見駅

美作落合駅

美作追分駅

津山駅（着）

29広域的な交通との市内交通の接続状況（JR姫新線）

【日中の時間帯におけるJR姫新線（津山方面行き）とまにわくん（幹線）の接続】

 日中の時間帯はJR姫新線の運行便数が少ないものの、多くの便でまにわくんと津山方面に行く

ための鉄道は接続ができていません。

【まにわくん到着時の待ち時間】
新庄・久世ルート 46分
蒜山・久世ルート 41分

【まにわくん到着時の待ち時間】
蒜山・久世ルート 5分

【まにわくん到着時の待ち時間】
北房・久世ルート 38分



30広域的な交通との市内交通の接続状況（JR姫新線）

【夕方の時間帯におけるJR姫新線（津山方面帰り・新見方面行き）とまにわくん（幹線）の接続】

 １７時台に運行している津山方面（帰り）のJRとは接続ができています。また、18～１９時台は待

ち時間が長くなるものの接続自体はできています。

 ２０時台以降ではまにわくんが運行していないため接続はできていません。

15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00

津山駅（発）

美作追分駅

美作落合駅

吉見駅

久世駅

中国勝山駅

月田駅

富原駅

新見駅（着）

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00

JR姫新線 北房・久世ルート（出発時刻） 北房・久世ルート（到着時刻） 新庄・久世ルート（出発時刻）

新庄・久世ルート（到着時刻） 蒜山・久世ルート（出発時刻） 蒜山・久世ルート（到着時刻）

新見駅（発）

富原駅

月田駅

中国勝山駅

久世駅

吉見駅

美作落合駅

美作追分駅

津山駅（着）

【鉄道到着の待ち時間】
北房・久世ルート 10分

【鉄道到着の待ち時間】
新庄・久世ルート 9分
蒜山・久世ルート 11分

【鉄道到着の待ち時間】
北房・久世ルート 24分

【鉄道到着の待ち時間】
新庄・久世ルート 15分
蒜山・久世ルート 16分



31広域的な交通との市内交通の接続状況（高速バス）

【午前の時間帯における高速バス（岡山方面行き）とまにわくん（幹線）の接続】

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00

蒜山高原

梨瀬
（新庄・久世ルート）

高岡上
（北房・久世ルート）

中国勝山駅

久世駅

真庭市役所

下市落合

インター

岡山駅東口

天満屋

バスセンター

呰部（北房・久世ルート）

11:30 12:30 13:30 14:30 15:30 16:30 17:30 18:30 19:30 20:30

久世駅

天満屋

バスセンター

岡山駅東口

下市落合

インター

真庭市役所

中国勝山駅

高岡上
（北房・勝山ルート）

梨瀬
（新庄・久世ルート）

蒜山高原
（蒜山・久世ルート）

【午後の時間帯における高速バス（岡山方面帰り）とまにわくん（幹線）の接続】

 蒜山・久世ルート、新庄・久

世ルートについては、結節
点である中国勝山駅で岡

山市行き・帰りの高速バス

と接続ができています。

 北房・久世ルートについて

は、一部接続が可能な便が

あるものの待ち時間が比
較的待ち時間が長く、接続

は考慮されていません。
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地域公共交通に対する意向・ニーズ

（市民アンケート調査結果より）

３



33アンケート調査の概要

アンケート調査の概要

目的 住民の日常生活における移動実態や公共交通の利用状況等を把握するため
のアンケート調査を実施

実施時期 令和７年２月

主な質問項目 公共交通（まにわくん、チョイソコまにわ、JR姫新線）の利用状況・意向、
町内の公共交通へのニーズ等

回収結果 調査票配布数に対する回答者数：1,879人（まにコインアプリでの回答受付、
まにわくん車内・バス停・駅、チョイソコまにわ車内等に調査票を設置）

回答者の属性

8.0% 30.1% 25.9% 14.3%

1.9%

4.9%

0.5%

4.7% 3.1% 6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北房 落合 久世 勝山 美甘 湯原 中和 八束 川上 その他

(n=1,879)

3.5%4.0% 10.5% 22.0% 25.8% 23.6% 9.6%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代以上

(n=1,879)

 地域別では落合・久世の

回答割合が大きく、年代
別では50歳代以上の回

答が6割を占めています。

 検証にあたっては、公共
交通を利用する可能性が

ある層（運転免許を持っ

ていない人）や地域に分
けて回答を中心に見てい

く必要があります。

▲ 回答者の居住している地域

▲ 回答者の年齢層



34免許返納や送迎の状況

 今回のアンケートで運転

免許証を持っていないと
回答した人は全体の約

5％です。

 79％の人は運転免許を
持っており、返納を考え

てはいませんが、15.8％

は将来的な運転免許証返
納に対する意向を持って

います。

 運転免許証を持っていな
い人の多くは送迎を頼む

ことができる一方で、う

ち19％の人は送迎を頼
むことができません。

4.5% 79.0%

0.7%

15.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転免許証を持っていない

返納していないし、現在のところ返納しようとは考えていない

返納した

返納はしていないが、いずれ返納しようと考えている

(n=1,879)

81.0% 19.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日に送迎を頼むことのできる人がいる 平日に送迎を頼むことのできる人がいない

(n=84)

▲ 運転免許証の保有状況・返納に対する意向（全回答）

▲ 送迎の状況（運転免許証を持っていない人）



35まにわくんについて

16.7% 3.6% 6.0% 4.8% 8.3% 21.4% 39.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週5日以上 週3～4日程度 週1～2日程度 2週間に1日程度

月に1日程度 年に数日程度 ほとんど利用しない

(n=84)

15.7%

66.7%

38.0%

25.5%

48.0%

45.1%

41.2%

33.3%

27.5%

38.0%

39.2%

40.0%

39.2%

37.3%

43.1%

3.9%

20.0%

31.4%

12.0%

15.7%

15.7%

7.8%
2.0%

4.0%

3.9%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=51)

運賃(n=51)

乗継(n=50)

車両や待合所(n=51)

起点・終点(n=50)

始発時刻(n=51)

終発時刻(n=51)

非常に満足 やや満足 やや不満 非常に不満

 運転免許を持っていな

い人でおよそ6割の人が
まにわくんを利用してお

り、39.3％はまにわく

んをほとんど利用しない
と回答しています。

 まにわくんのサービスに

対しては「運賃」は満足
の割合が高い一方、「運

行本数」「車両や待合所」

については、不満・やや
不満の割合が比較的高

いです。

▲ まにわくんの利用状況（運転免許証を持っていない人）

▲ まにわくんのサービスに対する満足度（運転免許証を持っていない人）



36JR姫新線について

8.3%

54.2%

45.8%

33.3%

8.3%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で自家用車を運転

家族や近所の人・知人の送迎

自転車

徒歩

バス（コミュニティバスまにわくん、中鉄バス）

チョイソコまにわ (n=48)
※複数回答

25.0%

1.2%

3.6%4.8% 9.5% 13.1% 42.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に5日以上 週3～4日程度

週1～2日程度 2週間に1日程度

月に1日程度 年に数日程度

ほとんど利用しない・全く利用しない

(n=84)

▲ JR姫新線の利用状況（運転免許証を持っていない人）

▲ 駅までの交通手段（運転免許証を持っていない人）

 運転免許を持っていな

い人でおよそ6割の人が
JR姫新線を利用してお

り、42.9％はまにほと

んど利用しないと回答し
ています。

 利用していない人の割

合について、まにわくん
よりもJRの方が若干高

くなっています。

 家族・知人の送迎で駅ま
で行っている人の割合

が高くなっており、公共

交通（バス・チョイソコま
にわ）で駅まで行く人は

10％未満です。
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JR姫新線について

▲ 不便だと思う点・利用していない理由（運転免許証を持っていない人）

59.5%

21.4%

17.9%

17.9%

16.7%

10.7%

10.7%

4.8%

4.8%

3.6%

3.6%

3.6%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数が少ない

料金が高い

駅が遠い

家族や近所の人・知人に送迎を頼む

特にない

バスとの接続が悪い

目的地近くまで行けない

運行情報が分かりにくい

自分で自家用車を運転している

所要時間が長くかかる

運行時刻（時刻表）がわかりにくい

車両・駅などがバリアフリーに対応できていない

その他
(n=84)

※複数回答

 JR姫新線に対する不便だと思う利用・利用していない理由について、運転免許証を持ってい

ない人に絞って集計すると「運行本数が少ない」が59.5％に回答が集中しています。

 次いで、「利用が高い」が24.4％、「駅が遠い」「送迎を頼む」がいずれも17.9％と項目の中で

は上位に位置しています。



38チョイソコまにわについて

3.5%

1.6%

67.4%

41.0%

22.1%

29.3%

7.0%

28.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行地域（久世・落合・勝山）

(n=1,320)

非運行地域(n=559)

利用したことがある 利用したことはないが知っている

聞いたことはあるが良く知らない 全く知らない

 チョイソコまにわの運行地域で利用したことがあると回答した人は3.5％です。

 運行地域内の67.4％の人は利用経験は無いものの運行を認知しています。

 運行地域外の人でも41.0％の人は認知している一方、28.1％の人は全く認知していない

状況です。

▲チョイソコまにわの利用状況・認知度



39日本版ライドシェアについて

4.1%

2.0%

4.9%

3.8%

12.1%

4.5%

11.1%

1.2%

5.4%

1.7%

12.9%

12.5%

15.9%

13.4%

15.2%

12.4%

22.2%

19.8%

19.6%

13.9%

20.4%

23.2%

19.8%

21.4%

18.2%

19.1%

11.1%

19.8%

12.5%

27.0%

50.3%

44.4%

38.9%

43.9%

45.5%

44.9%

33.3%

37.2%

41.1%

35.7%

12.2%

17.9%

20.4%

17.6%

9.1%

19.1%

22.2%

22.1%

21.4%

21.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北房(n=147)

落合(n=543)

久世(n=465)

勝山(n=262)

美甘(n=33)

湯原(n=89)

中和(n=9)

八束(n=86)

川上(n=56)

その他(n=115)

してみたい 少ししてみたい あまりしたいとは思わない したいと思わない どちらともいえない

▲ 日本版ライドシェアに対する運転者としての参画意向（地域別集計）

 日本版ライドシェアとは、

地域のタクシー会社の管
理の下、一般ドライバー

が自家用車等を活用す

ることで地域の交通資
源（人・車）の対応する輸

送です。

 日本版ライドシェアにつ
いては、制度面も含めて

認知している人は全体

の27.5％でした。

 運転者としての参画意

向について、中心部に近

い地域では久世、山間部
では美甘、中和、八束、

川上で「してみたい」「少

ししてみたい」と回答し
た人が20％を超えてい

ます。

27.5% 35.7% 36.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことはないが知っている 聞いたことはあるが良く知らない 全く知らない

(n=1,879)

▲ 日本版ライドシェアの認知度



40公的負担に対する考え・意向について

▲公的負担に対する考え・意向（地域別集計）

 全体では「利用者負担は

現状のまま、公的負担を
増やしてでも現在のサー

ビスを維持」が３割程度

を占めています。

 地域別に見ると、北房、

落合、久世、勝山、美甘、

湯原、八束と多くの地域
で「利用者負担は現状の

まま、公的負担を増やし

てでも現在のサービス
を維持」の割合が高く

なっています。

 美甘は「利用者の負担や
公的負担を増やしてで

も、今以上にサービス向

上を図るべき」、川上は
「利用者の負担は現状の

ままで利用の少ない路

線廃止、便数縮小を図り
ながら現状のサービス

水準を維持」の割合が高

くなっています。

14.2%

13.9%

13.1%

13.8%

13.4%

27.8%

14.1%

11.1%

20.2%

10.2%

16.3%

15.9%

19.2%

13.8%

17.3%

14.9%

13.9%

20.7%

11.1%

13.5%

20.3%

15.4%

29.8%

25.2%

32.2%

31.9%

29.0%

41.7%

29.3%

22.2%

25.8%

23.7%

21.1%

22.9%

22.5%

24.1%

21.2%

23.8%

8.3%

19.6%

22.2%

23.6%

30.5%

26.0%

17.2%

19.2%

16.8%

15.8%

19.0%

8.3%

16.3%

33.3%

16.9%

15.3%

21.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1879)

北房(n=151)

落合(n=565)

久世(n=486)

勝山(n=269)

美甘(n=36)

湯原(n=92)

中和(n=9)

八束(n=89)

川上(n=59)

その他(n=123)

利用者の負担や公的負担を増やしてでも、今以上に公共交通のサービス水準の向上を図るべき

利用者の負担を増やし、公的負担を抑えながら、現状の公共交通のサービス水準を維持するべき

利用者の負担は現状のままで、公的負担を増やしてでも、現状の公共交通のサービス水準を維持するべき

利用者の負担は現状のままで、利用者の少ない路線は廃止や便数の縮小を図りながら公費負担を抑え、現

状の公共交通のサービス水準を維持していくべき
わからない



41公共交通に対する利用意向

▲公共交通をこれまでより1回でも多く利用する意向（地域別集計）

 公共交通をこれまでより1回でも多く利用するか質問した結果、「どちらともいえない」が５割

程度を占めています。

 地域別に見ると、美甘以外の地域では「どちらともいえない」が40％を超えています。

 「ある」「ない」で比較した際、川上以外の地域では「ある」の割合の方が高くなっています。

31.2%

23.2%

28.8%

35.6%

29.7%

47.2%

29.3%

33.3%

27.0%

25.4%

39.8%

20.8%

21.9%

20.5%

20.6%

18.2%

16.7%

23.9%

11.1%

23.6%

33.9%

17.9%

48.1%

55.0%

50.6%

43.8%

52.0%

36.1%

46.7%

55.6%

49.4%

40.7%

42.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1879)

北房(n=151)

落合(n=565)

久世(n=486)

勝山(n=269)

美甘(n=36)

湯原(n=92)

中和(n=9)

八束(n=89)

川上(n=59)

その他(n=123)

ある ない どちらともいえない
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地域公共交通の問題点・課題４



43現状把握の結果に基づく地域公共交通の問題点

公共交通全体  利用者の減少が続いている

 様々な形態で運行している路線のわかりにくさ

 財政負担額が高止まりしている

 担い手（運転者）の不足と、それを起因とした利便性低下や市民生活への
影響が懸念される

人の動き  各地域の中での移動が多くを占めており、北房、美甘、湯原では域内移動
の選択肢が不足している

 JR姫新線と接続する地域内交通が不足しており、津山市方面への移動
ニーズに対応しきれていない

 蒜山から鳥取県に行く路線は中曽・関金線（倉吉市方面）のみで、移動に時
間がかかる

まにわくん  サービス水準（便数・運行日等）の地域差が大きく、運行便数については利
用者の満足度が低い

 朝夕に需要が集中しており、日中の利用が少ない

 枝線のルートや経由地、運行内容の複雑でわかりにくい

 枝線の中でも、運行日等が限られている湯原や美甘の路線は極端に利用
が少ない

チョイソコまにわ  幹線道路沿いほど利用が多く、交通が不便な集落では利用が少ない

 移動の目的地や方向の分散により乗合が成立しにくい

地域住民の意識・
意向

 多くの人が送迎に依存している

 公共交通の積極利用に対して多くの人が意識していない



44現状把握の結果に基づく課題

地域公共交通全般  地域公共交通の担い手確保

 送迎依存の解消

 財政負担の抑制

 情報発信の強化

 新たな需要の掘り起こし等の新規利用者の獲得

幹線
（まにわくん幹線）

 需要に基づく路線の効率化

 広域的な交通（JR姫新線や高速乗合バス）との接続改善

支線
（まにわくん幹線、
チョイソコまにわ）

 地域内での移動が活発に行える環境整備

 山間部やバス路線の沿線から離れた地域の利便性確保

 利用が著しく少ない路線の見直し

 運行内容の複雑さ改善（区域運行と路線運行の整理・役割分担）

 DXの活用等による輸送効率の向上

拠点・交通結節点
 モビリティハブとなる拠点の機能向上（乗り継ぎ時に快適に待つ
ことができる等）



45本日（分科会）の目的

 地域公共交通に対する現状や問題点等について、共通認識
を持ってもらう

 委員の皆さんが普段感じている移動（交通）に対する課題
感の共有

 本日の資料では示していない地域公共交通の問題点や課題
についての意見交換

 今後実施する関係者へのヒアリング調査等で深堀が必要な
事項の把握

 次回の真庭市地域公共交通会議で議論する「地域公共交通
の目指す姿」についての意見交換

【再掲】

本日の意見交換を踏まえて「地域公共交通の目指す姿」を検討し、
次回の「真庭市地域公共交通会議」にてお示しします。


